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1．背景と研究目的 

Al の焼結は最も難しい課題の一つである。Al 粉末の表面は強固な酸化物で構成されているために、

融点に限りなく近い温度で焼結をする必要がある。そのため、特に焼結ベースの積層造形（例えば MIM

やバインダージェット等）では、Al に Si や Cu などを添加し、液相を局所的に生成させることで液相焼

結による高密度化を試みている[1,2]。本研究では、Al の焼結の程度を定量評価するために X 線 CT を利

用する。まずは、焼結前段階の初期充填密度について評価した。 

 

2．実験内容 

1mm の内径を有するアルミナ管にアルミニウム粉末（D50=22.6 m）を入れ、その後タッピングを行

わない試料とタッピングを 300 回行った試料について、その初期充填密度を CT 観察により定量評価し

た。CT 測定には白色光を用いた。下図に示すように 400 m3の領域に対して解析を行った。 

 

3．結果および考察 

下図に(a)タッピングなしと(b)タッピング有りの CT 画像を示した。解析対象サイズは 400 m3とし、

空隙密度を算出した。その結果、タッピング有りでは 50 %、タッピング無しでは 43 %と算出された。

今後は焼結後の試料について解析していく。 

 

図 (a)タップあり、(b)タップ無しのアルミニウム粉末充填状態の CT 画像 
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